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第１４０回支部定期総会開催 

 

第１４０回支部定期総会が９月１０日、東京築地市場厚生会館で開催されました。全組

合員参加の総会として２回目の開催となる今回、オルグは実施せず、前日に３班に分かれ

て分散会を開催し、全組合員が議案書の確認をはじめ、職場状況や働かされ方などについ

て意見を交換しました。 

 

総会では、前回の総会に引き続き、全議案が全組合員一致で可決承認され、この一年を

意気高くとりくむ決議を採択して、第二次田中執行部がスタートしました。 

 

大会決議は次ページに掲載しています。 

 

新執行部は以下の通り。 

執行委員長  田中 健一 

副執行委員長 竹田 典央 

書記長    中嶋 尚正 

副書記長   及川 肇 

執行委員   小野寺 真一・堀 勲・佐瀬 健一 

渡辺 眞・陶山 幸男・成田 好邦 

 

 

 

 

 

 

 

全損保日動外勤支部 

東京都中央区銀座５－１３－１６ 

日動火災・熊本県共同ビル４F 

電 話 ０３－３５７２－１７２０ 

 ＦＡＸ ０３－３５７２－１７２１ 
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この一年を意気高くとりくむ決議 

 

世界経済は、いまだ多くの課題を抱え新たな「危機」も懸念されるなど、その動向は極めて不透明とな

っています。日本では、異次元の金融緩和策による株高、円安効果が薄れはじめ、マイナス金利政策がも

たらす影響も不透明なこともあって、実体経済の各種指標は悪化し、物価上昇などが国民生活へ負の影響

を与えています。また、一部上場の大企業は 2年連続で過去最高益を記録していますが、各経営は世界経

済の不透明さを理由に、賃金や雇用に資金を使わず、リストラ「合理化」も実施しながら内部留保として

366 兆円にものぼる巨額の資産を溜め込んでいます。そして、2016 年春闘においても、一部大企業ではベ

ースアップ回答があったものの、その水準は昨年を大きく下回り、生活改善をはかるものとはなっていま

せん。 

こうしたなかでも安倍政権は、表向きの大企業業績や経済指標の好調さを強調し、財界、アメリカの要

望を優先するかたちで、法人税を前倒しで引下げ、さらなる社会保障の改悪と労基法の大改悪などあらゆ

る分野での規制改革を目論み、国民・労働者の生活や雇用を脅かしています。そして、安全保障関連法の

成立をたてに憲法改悪を押しすすめようとしており、「戦争ができる国」へ突き進む姿に、多くの国民が

危機感を持っています。 

 損保では、自動車保険の収支改善などにより大手グループをはじめ中堅社も業績は好調に推移していま

す。しかし、国内市場の縮小や大規模自然災害の多発、不安定な経済状況など将来に向かって事業環境が

不透明なことから、経営の危機感は依然として強く、再編「合理化」情勢第二幕はいっそう深まっていま

す。こうしたなか急ピッチに進められる再編「合理化」の具体施策は、多様な「歪み」をふりまき、働く

仲間の雇用や生活、労働条件を脅かし、働きがいの喪失と「不安」が蔓延する職場をつくりだしています。 

 こうしたなか、安保関連法や労働法制改悪に「反対」する抗議の行動は、国会周辺から全国各地へ、労

働組合・民主団体から主婦や学生層を中心とした市民へ広がり、いまを変える歴史的な変化が現実のもの

となりつつあります。国民の声や思いが重視され、いのちや暮らし、この国の平和と民主主義が大事にさ

れる「次の時代」を手にする力は、私たちの声と力です。同様に、健全な損保産業の明日や、働きがいの

ある仕事や生活も、そこに働くものの声と思いから運動をすすめていくことで実現します。 

2017 年度、私たちは、激変する情勢に向き合い、視野広く国民的課題にもとりくむなかで、損保に働く

ものの声と実態を主張し、企業や職場をこえて集まることができる産業別単一組織の良さをもつ全損保と

いう労働組合に結集していきます。そのためにも、〇全損保とともに日動外勤支部組合員として今後も活

動していく 〇和解条項を理解して役割等級制度のなか、最後の組合員が退職するまでこの仕事を続けて

いく 〇組合員一人ひとりが日動外勤支部を運営していくという思いで組合に結集し運動を旺盛に展開

する、の３本の柱でとりくみをすすめます。働くものの生活と雇用、労働条件を守り抜き、国民的課題に

もとりくむ決意をあらためて固め、この労働組合に結集し、この一年を意気高くとりくむことをここに決

議します。 

２０１６年９月１０日 第１４０回全損保日動火災外勤支部定期総会 


